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起動方法
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１．PC、本体左側面電源を
ON

２．「SkanIt」ソフトウェアを立
ち上げる

３．「新しいセッション」をクリッ
クしてプロトコルを作成
４．既存のセッションを使用す
る場合は「開く」もくしくは
「最近のセッションを開く」か
ら選択



プレートレイアウトの設定方法

１．「プレートレイアウト」をクリックし、「サンプ
ルタイプ」をクリックまたはドラックして選択

複数ウェルを使用する場合は「レプリケー
ト」にチェックを入れて並べ方を設定
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プロトコールの設定方法・吸光

１．「プロトコル」をクリックし、実施する測定に対応
したアイコン（吸光度、蛍光、発光など）をクリック

２．プロトコルの下に追加されたアイコンをクリック
し測定する波長を入力

３．「開始ボタン」をクリックして測定を開始
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測定可能な範囲は
吸光度:200～1000nm
蛍光測定：励起波長200～

測定波長270～840nm
発光測定：10～10000msec



プロトコールの設定方法・発光

１．「プロトコル」をクリックし、実施する測定に対応
したアイコン（吸光度、蛍光、発光など）をクリック

２．プロトコルの下に追加されたアイコンをクリック
し測定する測定時間を入力(デフォルトは1000）

３．「開始ボタン」をクリックして測定を開始
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測定可能な範囲は
吸光度:200～1000nm
蛍光測定：励起波長200～

測定波長270～840nm
発光測定：10～10000msec



プロトコールの設定方法・蛍光

１．「プロトコル」をクリックし、実施する測定に対応
したアイコン（吸光度、蛍光、発光など）をクリッ
ク

２．プロトコルの下に追加されたアイコンをクリック
し測定する波長を入力（測定時間100はデフォ
ルト）

３．「開始ボタン」をクリックして測定を開始
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測定可能な範囲は
吸光度:200～1000nm
蛍光測定：励起波長200～

測定波長270～840nm
発光測定：10～10000msec



計算の追加

１．結果の測定に対応したアイコンをクリックす
ると測定されたデータが表示

２．ブランク設定の場合、「ブランク演算」をク
リックすると演算処理し、レプリケートの場
合、「平均、SD、CV%」をクリックすると、そ
の下に演算が追加される
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エクセルに変換

1．測定終了後に「レポート」アイコンをクリック

２．「Excel」アイコンをクリックすると選択された
全てのデータを一つのエクセルファイルにエ
クスポートできる
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吸光・二波長で測定

１．「プロトコル」をクリックし、「吸光」のアイコンをク
リックし波長を入力

２．これを２回繰り返す

３．「開始」ボタンをクリックし測定を開始
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計算の追加・エクセル変換

１．結果の測定に対応したアイコンをクリック
すると測定されたデータが表示

２． 「基本計算」をクリック

３．計算タイプで二波長間の差を求める場
合は減算（A-B）を比率（A/B）を選択し
データソースのA,Bを設定

４．測定終了後に「レポート」アイコンをクリッ
クし、「Excel」アイコンをクリックすると二
波長分の測定データと計算済みのデー
タを一つのエクセルファイルにエクスポー
トできる
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スタンダード設定してサンプル濃度を定量

１.「プレートレイアウト」をクリック

２．「ブランク」をクリックしてブランクとして設定す
るウェルをクリックまたはドラック

３．「スタンダード」をクリック

４．「レプリケート」、濃度にチェックを入れる

５．「任意の値」にチェックを入れ、スタンダードの
濃度を入力

６．必要に応じて「単位」を入力
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スタンダード設定してサンプル濃度を定量

1．マウスポインターでクリックまた
はドラッグした順に濃度が入力さ
れたスタンダードウェルが設定
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スタンダード設定してサンプル濃度を定量

１．結果の測定に対応したアイコンをクリックする
と測定されたデータが表示

２．「ブランク演算」をクリックすると「ブランク演算
1」が追加され自動的にブランク演算処理を実
施

３．「標準曲線」をクリック
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スタンダード設定してサンプル濃度を定量
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１．「標準曲線１」が追加
２．計算に使用する検量線
の種類を選択



セッションの保存

１．プロトコルを作成したら「ホーム」から「保
存」をクリックして名前を付けて保存
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「保存」「名前を付けて保存」：
セッションと測定データがセットで保存
（実行済みの場合はプロトコル変更不可）
「新しいセッションとして保存」：
セッションのみが保存（プロトコル変更可能）


